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六年一貫における進路状況

進路科木村維男松本博史

はじめに

本校における進路指導の実態は、最近10年とそれ以前とは大きく様がわりしてきた。以前は、「本

校の教育は大学進学を目的とはしていない、大学受験は個人的な問題であり、学校が関知すべき躯柄

ではない」というような極論もまかり通っていた。その時代の生徒達は、各自で進路を決定し、受験

先を選び、教師は調査書を作成するだけ、というのが大勢であった。しかし、最近は進路指導部と高

校の担任が、進路指導に積極的に関与し、予備校の入学まで世話をしているというのが現実の姿であ

る。

今後の本校の進路指導、進路保障を考えるために、六年一貫教育になってからの進路の情況を総括

する。その際、プライバシーに抵触しない、紀要の内容として適当なものと言う観点から、中高六年

一貫実施後の昭和53年度から60年度卒業生までを考察の対象とした。また、一貫実施後、昭和58年度

卒業生からは、それまでの中学入学選抜方法（学力検査のみで選抜）とは異なり、附属小学校から約

50名接続し、残りの定員の３倍になるように、応募者をまず抽選で選抜し、その後入学検査を実施す

るという方法を取っている。このように、選抜方法が異なる対象を分析するため、便宜上昭和53年度

～昭和57年度の卒業生656人をく非抽選＞組と呼び、昭和58年度～昭和60年度卒業生367名をく抽選

加味＞組と呼ぶことにする。なお、考察の主たる内容はデータ数の関係から、進路指導のうち大学進

学を中心に行う。

（１）昭和53年度から昭和60年度卒業生の進路状況

次の表は、今回の考察の対象となる学年の進路状況の一覧表であり、今回の分析の基本資料で
》↑鍵壬
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(2)大学・短大進学者について、現役と－浪の割合（対卒業者数）

表２

高校卒業後、現役で大学・短大に進学する者は、＜非抽選＞、＜抽選＞で61筋、５４％である。

一年後には、それぞれ92％、８９影となる。したがって、卒業一年後には、約90％の者が大学・短大

に籍を置いている。また、１．８％の者が専門学校に、14彫の者が職に就いている。残りの約７％

の者が進路未定の状態である。表１，２からみて、＜非抽選＞＜抽選＞の差異は、私立大学、短期

大学、専門学校、就職への進路を取るものの実数は、ほとんど変化がない。しかし、国公立大学で

は、大きく変化している。本校の目指している非エリート化は確実にすすんでいると考えられる。

短期大学進学者は、年度によって若干の差はある｡しかし、ほとんどが現役での進学者である｡

－浪した者は、大部分が４年制大学に進学し、短大はごく僅かである。

短大進学者については、以前は第一志望の４年制大学が不合格の場合に、次善の策として、ど

こかの短大へという生徒が多かった。しかし、最近の短大志望者は、自分の将来の生活設計を考

慮して、英文科、家政科、初等教育、芸術方面の短期大学へと志望学科を絞り、進学を早くから

決めている生徒達が顕著になってきている。

(3)地区別、国公立大学進学者数

表３は国公立大学への現役進学者と、一年後の進学者を地区別に調べ、その国公立大学進学者

に対する割合を表したものである。

表３

表２から、国公立大学への進学者は、それぞれの卒業生に対して
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である。国公立大学への進学率は選抜方法の差異により、10.6％の差がある。

また、表３から近畿圏の国立大学への進学者は、それぞれの卒業生に対して

（非抽選）３８．７＄（抽選加味）２７．１影

であり、近畿圏の国公立大学への進学率は11.6％の差がある。以上のことから、国公立大学への

進学者の減は、近幾圏への進学者減とほぼ一致している。また、近畿以外への進学者の割合は、

あまり変化していないといえる。しかし、中部地方への進学は、大きく増加している。

表４は、国公立大学進学者のうち、近畿圏への進学者の男女別の割合を表したものである。

女子の4.7％減に対し、男子は8.9彩減で、男子の減少が大き表４

い゜奈良県の場合、大阪や京都府下の大学に進学しても、専門

厩|i三索i三|護鰯蕊織鱗
われる。また、女子は同じ近鰻圏でも、奈良・大阪よりも神戸に魅力を感じ、ムードで進学した

表5(蕊蕊擢露iii）

罵爵乎藏可壺■ﾛ孟可
表５は、現役時の四年制大学と短期大学の受験者の割合を示している。この表より、現役の時

に四年制大学を受験する者が、女子において５％減少していることが分かる。これは、企業の女

子社員採用の条件が大学卒より短大卒になっていることに影響されている。四年間の大学生活よ

り、社会での労働に意欲をもつ者が、短大進学を第一志望とする傾向になりつつあると恩われる。

したがって、進路指導をする者は、今後それぞれの短大の内容・特色を詳しく把握していかなけ

ればならない。

表６－人あたりの受験枝の数(廷受験者数／受験者数）

四年制大学
短大

:顎;■…正面■■頑■
表６は、現役のときの一人あたりの受験枝の数（出願校数ではない）を示している。この表よ

り、－人あたりの受験校の数は、非抽選・抽選加味のいずれにおいてもあまり差はなく、男子は

３校弱、女子は３校の大学を受験していることがわかる。けれども、生徒個々については、１校

のみ受験する者から、浪人だけはしたくないとの強い考えから10校以上受験する者まで大きな差

がある。全体的に、「１年ぐらいの浪人は人並」との考えが男子に強く、「合格すればラッキー」

と、無理な受験をする者が目立つ。

－５６－ 
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(5)就職について

５８年度卒業生以降61年までの４年間における就職者はＢ人で、その内択は

奈良県誇２人地方公務員２人サービス業３人製造業１人

である。－段企業に就職した４人中、学校が生徒および保護者との話し合いの結果、慰種・企業

を決定したのは１人だけである。他の３人は、縁故または推醐者のある就載である。

高三の学年始的における就職希望者は、例年ほとんどなく、そのため、企菜からの求人申し込

みは大変少ない。今後、就職希望者が地加した場合、企業とのつながりが全くないため、そのと

きの就職指導は、かなりむずかしいと思われろ。

(6)本校の進路指導について

六年一曲における中学生に対しての進路指郡を、いつ、どのように行えばよいのか。長年課題

になっているが、具体化できないまま、各学年にまかせた形になっている。そのた的、あまり進

路について考えることがなかった生徒が、高校生になった途端、圃分の進路について考えはじめ、

不安になる。そして、どこから、どのようにして知識や判断材料を得たらよいのか分からないま

ま、時を過ごしてしまう。そこで、高一・高二のＨＲのIMiに

１．進路とは何か。

２．どのように進路を決定するか。

３．どんな進路があるか。

４．学習について。

５．受験について。

などについて触れ、学年Ｐ．Ｔ・Ａにおいて、「家族との対話」と「社会に目をむけさせる」こ

とを依頼する。そして、自分の進路を考える1つの材料として、進路適性検在と全国模試を実施

する。つづいて、高二で２回、高三で、回全国模試を行い、それらをもとにして、そのつど担任

が進路指導を行う。

高校生には、1週に33時間の授業（そのうち､1時間はＨＲ、１時IlUは特活）を行っていて、進

学のための時間外の補習は、学校としては行っていない。ただし、商三生は、いろいろな学校行

加や家庭学習で授業時数が不足するための（高三生の実授業は、年Ⅲ'約22週分）、叉季休暇中、

多くの教科担任が自主的に補講を実施している。

本校の教科方針は、中高６年間の内容を、５年に圧縮するのではなく、６年かけて指導するこ

とになっている。これは、受験のための授業にならないよう、あくまで学IMI的な深さ・広さの指導

に努めているからである。この方針は、教科指導のあるべき姿といえるが、進路指導の上からは、

受験のための演習が十分ではないという短所をもっている。そのかねあいは非常に難しく、今後

の大きなijIMmといえる。
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